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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　本研究は、20億年以上前に成立し、現生物界の大きな３つの種である古細菌、真正細菌、真核生物にわたって共有されている遺伝暗号の起源を、遺伝子発現を制御する「リボスイッチ」とよばれるRNAのうち、特に、最小のアミノ酸であるGlyを認識するリボスイッチの作用に注目して、新しい立場から解明しようとするものである。地球上に生命が誕生して、どのようにして遺伝暗号が成立してきたのか？という問題は、まだ解明されていない本質的な問題点である。これこそ、生命の誕生における最大の謎であると言っても過言ではない。グリシンリボスイッチはGlyを認識した時、Glyを分解する酵素の遺伝子の発現を開始するものであり、タンパク質の介入なしに直接アミノ酸を認識している。このグリシンリボスイッチの形態は、進化の初期のtRNAと類似している考え、これが原始tRNAとして機能していたのではないかという仮説の実験的検証を試みた。GlyRSによるtRNAGlyのアミノアシル化反応の中間体であるGly−AMPとグリシンリボスイッチを反応させることによって、このRNAが自己アミノアシル化を行うかどうかの可能性について解析を行った。グリシンリボスイッチはタンデムな２つの構造体がつながった形態をとっているが、それぞれの構造体はGlyを結合した。しかし、Gly-AMPを用いたGlycylationは観測されなかった。そこで、ランダム配列を導入したin vitro selection法を用いることにより、Glycylationを可能にするRNAを選択した。現在、そのRNA配列と構造、およびtRNAGlyとの関連を解析しており、Glyを認識するリボスイッチのGly認識のための最小要素の探索を行い、その詳細を明らかにしつつある。
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	欧文概要　ＥＺ

The genetic code is the algorithm that connects RNA triplet and an amino acid through all of the biological systems. In this study, I tried to elucidate the origin of the genetic code from a new standpoint, that is, relationship with the functional style of “riboswitches”, which locate within the noncoding regions of mRNAs, playing a role in genetic control. Glycine-riboswitch operates as a genetic on switch for the gcvT operon, which codes for proteins that form the glycine cleavage system. Glycine-riboswitch recognizes and binds glycine and, in that sense, it could be related with the origin of the glycine-coding system including primitive tRNA. I tried to perform the self-aminoacylation of glycine-riboswitch using Gly-AMP, which is an intermediate in glycylation of tRNAGly by GlyRS in modern biological system. However, it was impossible. Instead, by introducing randomized nucleotides in vitro, I selected self-aminoacylated RNAs with Gly-AMP. Now I am studying the relationship between the obtained sequences and the structure and the function. In addition, I am trying to determine the minimum region for the recognition of glycine.
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